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１．地域の防災・減災力の強化
（第２回 危機感共有と命を守る災害報道連携会議 （R4.3.28））
（令和４年度 球磨村防災ブロック会議 （R4.4.12））
（令和４年度 球磨川流域タイムラインの取組（R4.5.16、R4.6.3））
（第１０回球磨川水系水防災意識社会再構築会議（R4.6.3））

２．地域住民と連携した球磨川に関する情報発信
（第4回アジア・太平洋水サミット（R4.4.23 , 24））

３．球磨川水系流域治水プロジェクト
（第６回球磨川流域治水協議会（R4.6.17） ）

４．JR肥薩線の復旧検討
（第２回 ＪＲ肥薩線検討会議（R4.5.20））
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球磨川流域における取り組み 球磨川水系

５． 新たな五木村の振興
（流水型ダムを前提とした新たな五木村の振興に係る五木村民説明会（R4.6.5））

６．「流域の創造的復興に向けての取組」
（球磨村球泉洞のリニューアルオープン（R4.4.10））

（相良村災害公営住宅の安全祈願祭（R4.6.7））



地域の防災・減災力の強化
（第２回 危機感共有と命を守る災害報道連携会議 （R4.3.28））
（令和４年度 球磨村防災ブロック会議 （R4.4.12））
（令和４年度 球磨川流域タイムラインの取組（R4.5.16、R4.6.3））
（第１０回球磨川水系水防災意識社会再構築会議（R4.6.3））
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第２回 危機感共有と命を守る災害報道連携会議 （令和４年３月２８日）

○球磨川流域を中心とする熊本県県南地域において、出水期の災害発生前からの危機感を高め、地域の住民の命を守るため
に、国・自治体や防災関係機関や報道機関が防災情報の共有を進め、地域の防災・減災力の強化を目的に 、
令和４年３月２８日に 「第２回 危機感共有と命を守る災害報道連携会議」を開催

○成果として 「情報共有のための手引き 」 「市房ダムの操作・運用にかかる広報・周知コメント（案）の手引き（試行運用版）」
「球磨川および中小河川における洪水の危機感を伝えるコメント集」の作成や各自治体や関係機関の取組が報告された

会議開催状況（R4.3.28）

会議資料（抜粋）（「情報共有のための手引き 」 の作成） 会議資料（抜粋）（自治体や関係機関の取組） 3



令和４年度 球磨村防災ブロック会議 （令和４年４月１２日）

○球磨村において、集落毎の災害特性を考慮し、梅雨入りを前に「何を・どの様に準備するのか」住民相互に意見を交換する等、
集落の災害特性を再確認することを目的に、令和４年４月１２日に「令和４年度 球磨村防災ブロック会議」を開催

○会議では、熊本地方気象台による気象勉強会や梅雨期までに準備すべき事項についての話し合いを実施

会議開催状況（R4.4.12）

気象勉強会の様子 梅雨期までに準備すべき事項についての話し合いの様子
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令和４年度 球磨川流域タイムラインの取組
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流域タイムラインの施設管理者と市町村の連動イメージ

開催日 会議名 会議の概要

令和４年
５月１６日

令和４年度 球磨川流
域タイムライン発足式

・令和４年度の流域タイムラ
イン防災のキックオフ

同上
令和４年度 第１回
球磨川流域タイムライ
ン検討会

・災害時のリスクやトリガー
情報等に関する意見交換

令和４年
６月３日

令和４年度 第２回
球磨川流域タイムライ
ン検討会

・流域タイムライン（案）の内
容に関する意見交換

＜球磨川流域(緊急対応)タイムライン【令和４年度試行運用版】の主な改善（深化）のポイント＞

■流域全体において、支川氾濫や土砂災害も含めた各ハザードのトリガー情報を具体的に記載した

■Ｒ３年度暫定版は初動（注意報発表段階まで）の計画であったが、Ｒ４年度版は災害発生後段階までとし、関係機関の一連

の対応行動を共有できる内容とした

■Ｒ３年度暫定版は共通的な対応行動の記載のみであったが、Ｒ４年度版は、自治体個別への対応や各自治体の避難情報

発表のタイミングなども記載した

○球磨川流域では、H27年度以降、右図に示す各種タイムラインを作成することで段階的に防災力向上を図ってきており、令和３

年度には、「球磨川流域タイムライン」の暫定版を作成・運用した。

○令和4年度においては、流域タイムラインの更なる深化を目的に検討会等を以下のとおり開催し、球磨川本川・支川管理者等と

自治体がさらに連携したタイムラインへと深化させ、球磨川流域(緊急対応)タイムライン 【令和4年度試行運用版】を作成した。



第１０回球磨川水系水防災意識社会再構築会議 （令和４年６月３日）

○球磨川水系流域治水プロジェクトにおける避難・水防対策の推進を目的に、球磨川水系水防災意識社会再構築会議を開催。
○第１０回球磨川水系水防災意識社会再構築会議（令和４年６月３日WEB開催）において、各関係機関における出水期までの取

組状況について共有。
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【第10回球磨川水系水防災意識社会再構築会議の実施】

・規約の改正（熊本県との合同開催、ワーキンググループ設置）
・策定した取組方針、今後の進め方について確認
・各関係機関における取組状況を共有

【令和４年出水期までの代表的な取組状況】

○防災無線以外の情報周知手段
・水の手橋への「ライティング防災アラートシステム」導入等

○水害リスクや防災情報に関しての地域住民への周知
・「村民防災ブロック会議」開催等

第１０回球磨川水系水防災意識社会再構築会議の開催状況（令和4年6月3日）

（会議参加機関）
・球磨川流域１２市町村、熊本県、熊本地方気象台、

八代河川国道事務所、川辺川ダム砂防事務所
ライティング防災アラートシステム

(人吉市)
村民防災ブロック会議

(球磨村)



地域住民と連携した球磨川に関する情報発信
（第4回アジア・太平洋水サミット（R4.4.23 , 24））
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第4回アジア・太平洋水サミット（令和４年４月２３日、２４日）

○アジア太平洋地域諸国の首脳・閣僚級や国際機関の代表などが参加し、深刻化する水問題について課題の解決を図るために
話し合う国際会議である「第４回アジア・太平洋水サミット」が熊本市で開催

○八代河川国道事務所は、地域住民（次世代のためにがんばろ会・エコユース八代）と共同で「球磨川下流域の歴史・環境と令
和2年7月球磨川豪雨災害について」というテーマでブース展示を実施

来場者への説明の様子

日 時：２０２２年４月２３日（土）、２４日（日）

会 場：熊本城ホール

主 催：アジア・太平洋水フォーラム（ＡＰＷＦ）※

熊本市 ※事務局：日本水フォーラム

全体テーマ：持続可能な発展のための水 ～実践と継承～

＜ブース展示内容＞

展示ブース

＜水サミットの概要＞

・令和２年７月球磨川豪雨災害

・流域治水

・重ねるハザードマップ

・気候変動

・地元八代の干潟や樋門の歴史
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球磨川水系流域治水プロジェクト
（第６回球磨川流域治水協議会（R4.6.17））
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第６回球磨川流域治水協議会（令和４年６月１７日）

○「球磨川水系流域治水プロジェクト」に基づく対策の実施状況のフォローアップ等を目的に開催。

○会議では、関係機関から復興まちづくり計画の策定状況や令和４年出水期に向けたソフト対策の取組状況などが報告され、本
格的な梅雨時期に向けて情報共有を図った。

＜参加機関＞
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会議開催状況

・流域１２市町村

（八代市、人吉市、芦北町、錦町、あさぎり町、
多良木町、湯前町、水上村、相良村、五木村、
山江村、球磨村）

・熊本県
・熊本地方気象台
・九州農政局
・九州森林管理局
・九州地方整備局

＜主な内容＞

〇令和４年出水期までの取組状況（災害復旧状況）
〇流域治水プロジェクト取組状況について

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・河川区域での対策
・集水域での対策

②被害対象を減少させるための対策
③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

〇その他情報提供
・球磨川流域大学構想
・プロジェクトの「見える化」
・今年の梅雨の見通しについて 等



JR肥薩線検討会議
（第２回 ＪＲ肥薩線検討会議（R4.5.20））
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第２回 ＪＲ肥薩線検討会議（R4.5.20）
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第２回 ＪＲ肥薩線検討会議（令和４年５月２ ０ 日）資料



新たな五木村の振興
（流水型ダムを前提とした新たな五木村の振興に係る五木村民説明会（R4.6.5））
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会 場：五木東小学校体育館 会 場：宮園体育館
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流水型ダムを前提とした新たな五木村の振興に係る五木村民説明会 球磨川水系

○知事が五木村を訪問し、村民の皆様に２度にわたり困惑させたことをお詫びし、「緑の流域治水」
の推進を決断した経緯と五木村振興にかける決意をお伝えするとともに、新たな五木村振興計画
の方向性（案）について説明。

※今後、五木村の皆様のご意見を丁寧にお聴きしながら、村・国と連携し、秋を目途に新たな五木村

振興計画を策定する予定。



「球泉洞」のリニューアルオープン
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「球泉洞」のリニューアルオープン

「流域の創造的復興に向けての取組」
（球磨村球泉洞のリニューアルオープン（R4.4.10））
（相良村災害公営住宅の安全祈願祭（R4.6.7)）



○令和2年7月豪雨で被災した球磨村の鍾乳
洞「球泉洞」が、 令和4年4月10日にリニュー
アルオープン。

球磨村球泉洞のリニューアルオープンと相良村災害公営住宅の安全祈願祭 球磨川水系
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イベントの案内チラシ

広報くまむら

○令和2年7月豪雨で被災した相良村で、災害
公営住宅の建設が始まる。

○令和4年6月7日に安全祈願祭を実施。

＜民間での取組み＞ ＜すまいの再建に向けた取組み＞

安全祈願祭の状況


